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■当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／海外／債券 

信託期間 2015年11月12日から2025年10月30日まで

運用方針 マザーファンドへの投資を通じて、日系
企業が海外で発行する外貨建ての債券等
に投資することにより、安定的な収益の
確保と信託財産の成長を目指して運用を
行います。 

主要投資対象 当ファンドは以下のマザーファンドを主
要投資対象とします。 

日系企業外貨建て債券マザーファンド

日系企業が海外で発行する外貨建ての
債券等 

当ファンドの 
運用方法 

■主として、日系企業が海外で発行する
外貨建ての債券等に投資することによ
り、安定的な収益の確保と信託財産の
成長を目指して運用を行います。 

■ポートフォリオ構築にあたっては各国
金利見通しおよび個別企業調査に基づ
く銘柄選定を行い、業種配分、デュレ
ーション、流動性などを勘案します。

■実質組入外貨建資産については、原則
として対円での為替ヘッジを行いませ
ん。 

組入制限 当ファンド 

■株式への実質投資割合は、信託財産の
純資産総額の10％以下とします。 

■外貨建資産への実質投資割合には、制
限を設けません。 

日系企業外貨建て債券マザーファンド

■株式への投資割合は、信託財産の純資
産総額の10％以下とします。 

■外貨建資産への投資割合には、制限を
設けません。 

分配方針 ■年２回（原則として毎年４月および10
月の30日。休業日の場合は翌営業日）
決算を行い、分配を行います。 

■分配対象額は、経費控除後の利子、配
当等収益と売買益（評価損益を含みま
す。）等の範囲内とします。 

■分配金額は、委託会社が基準価額水
準、市況動向等を勘案して決定しま
す。 

※委託会社の判断により分配を行わない
場合もあるため、将来の分配金の支払
いおよびその金額について保証するも
のではありません。 

 

 

日系企業海外債券
オープン 

（為替ヘッジなし） 
【愛称：日本びより】 
【運用報告書（全体版）】 

(2019年５月８日から2019年10月30日まで) 

第 ８ 期 

決算日 2019年10月30日 
 

受益者の皆さまへ 

平素は格別のお引立てに預かり、厚くお礼申し上

げます。 

当ファンドはマザーファンドへの投資を通じて、

日系企業が海外で発行する外貨建ての債券等に投

資することにより、安定的な収益の確保と信託財

産の成長を目指して運用を行います。当期につい

ても、運用方針に沿った運用を行いました。 

今後ともご愛顧のほどお願い申し上げます。 
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最近５期の運用実績 
 

決  算  期 

基 準 価 額 
債券組入 
比  率 

純 資 産 
総  額 (分配落) 

税 込 

分配金 

期 中 

騰落率 

 円 円 ％ ％ 百万円

４期(2017年10月30日) 9,810 30 4.0 95.1 2,656

５期(2018年５月１日) 9,206 30 △5.9 97.3 2,168

６期(2018年10月30日) 9,412 50 2.8 98.1 1,914

７期(2019年５月７日) 9,655 50 3.1 94.2 1,902

８期(2019年10月30日) 9,904 40 3.0 94.4 1,840

※基準価額の騰落率は分配金込み。 

※当ファンドは親投資信託を組み入れますので、比率は実質比率を記載しています。 

※当ファンドの運用方針に対し適切に比較できる指数がないため、ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。 

 

当期中の基準価額と市況等の推移 
 

年  月  日 
基 準 価 額 債券組入 

比  率  騰 落 率 

(期   首) 円 ％ ％

2019年５月７日 9,655 － 94.2

  ５月末 9,648 △0.1 92.1

  ６月末 9,664 0.1 91.7

  ７月末 9,753 1.0 96.6

  ８月末 9,780 1.3 95.7

  ９月末 9,863 2.2 94.8

(期   末)  

2019年10月30日 9,944 3.0 94.4

※期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

※当ファンドは親投資信託を組み入れますので、比率は実質比率を記載しています。 

 



 

1 運用経過
基準価額等の推移について（2019年５月８日から2019年10月30日まで）

基準価額等の推移

期 首 9,655円

期 末 9,944円
（分配金40円（税引前）込み）

騰 落 率 ＋3.0％
（分配金再投資ベース）

分配金再投資基準価額について
　分配金再投資基準価額は分配金（税引前）を分配時
に再投資したと仮定して計算したもので、ファンド
運用の実質的なパフォーマンスを示します。

※�分配金を再投資するかどうかについては、受益者の皆さまがご
利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額な
どによって課税条件も異なります。したがって、受益者の皆さ
まの損益の状況を示すものではありません。（以下、同じ）

※分配金再投資基準価額は、期首の値が基準価額と同一となるように指数化しています。
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基準価額（円）：左軸

純資産総額（百万円）：右軸

分配金再投資基準価額（円）：左軸
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基準価額の主な変動要因（2019年５月８日から2019年10月30日まで）

　当ファンドは、マザーファンドへの投資を通じて、日系企業が海外で発行する外貨建ての債券
等に投資しました。外貨建資産については、対円での為替ヘッジを行っていません。

●��社債の金利収入
●��緩和的な金融政策にサポートされ社債市場への資金流入が増加したことなどを背景に、
社債利回りが低下（価格は上昇）したこと

●��米ドルが対円で下落したこと

上昇要因

下落要因

組入れファンドの状況

組入れファンド 投資資産 騰落率 期末組入比率
日系企業外貨建て債券マザーファンド 外国債券 ＋3.5% 98.9%
※比率は、純資産総額に対する割合です。
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投資環境について（2019年５月８日から2019年10月30日まで）

当期の米国５年国債利回りは低下しました。社債利回りも低下しました。米ドルは円に
対して下落しました。

債券市場
　米国国債利回りは、期首から米中通商協議
の深刻化や世界経済の減速懸念に加え、７月、
９月にはＦＲＢ（米連邦準備制度理事会）が政
策金利の引下げを実施したことにより、低下
基調で推移しました。10月以降は、米中通
商協議での部分合意を受け、低下が一服しま
した。社債スプレッド（国債に対する上乗せ
金利）は米中通商協議の深刻化により拡大す
る局面もありましたが、緩和的な金融政策に
サポートされ社債市場への資金流入が増加し
たことから、期を通してみれば横ばいとなり
ました、その結果、社債利回りは期を通して
みれば低下しました。
　当期の米国５年国債利回りは期首2.26％
から期末1.66％に低下しました。

為替市場
　米ドル・円相場は、米中通商協議の深刻化
や７月のＦＲＢの利下げなどを受けた米国国
債利回りの低下などを背景に、期首から米ド
ル安・円高基調で推移しました。９月以降は、
米中通商協議の進展期待などを背景に、期末
にかけて米ドルが上昇基調で推移しました。
10月には米中通商協議において、部分合意
が成立しました。
　当期の米ドル・円は期首110円69銭から
期末108円87銭で、１円82銭の米ドル安・
円高となりました。
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ポートフォリオについて（2019年５月８日から2019年10月30日まで）

当ファンド
　期を通じて「日系企業外貨建て債券マザー
ファンド」を高位に組み入れました。外貨建
て資産については、対円での為替ヘッジを
行っていません。

日系企業外貨建て債券マザーファンド
●格付け別配分
　Ａ格の組入比率を高めとして、一部ＢＢＢ
格へ配分しました。ファンドで保有する債券
の平均格付けはＡ格となっています。

●デュレーション（投資資金の平均回収期間）
　ポートフォリオのデュレーションは５年程
度とし、満期構成では残存期間１年－10年
の債券を中心に保有しました。
※�繰上償還条項が付与されている場合は、原則として繰
上償還発効日を償還日とみなしています。

●業種別配分
　業種別には保険への配分を高めとして、銀
行やその他金融、その他産業や消費循環など
にも配分しました。

分配金について（2019年５月８日から2019年10月30日まで）

（単位：円、１万口当たり、税引前）

項　目 第8期 　当期の１万口当たりの分配金（税引前）は、
基準価額水準等を勘案し、40円といたしま
した。
　なお、収益分配に充てなかった留保益に
つきましては、運用の基本方針に基づき運
用いたします。

当期分配金 40
（対基準価額比率） （0.402％）

当期の収益 40

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 911
※��単位未満を切り捨てているため、「当期の収益」と「当期の収益以外」の合計が「当期分配金」と一致しない場合があります。
※��「対基準価額比率」は、「当期分配金」（税引前）の期末基準価額（分配金（税引前）込み）に対する比率で、当ファンドの収
益率とは異なります。

ベンチマークとの差異について（2019年５月８日から2019年10月30日まで）

　ベンチマークおよび参考指数を設けていませんので、この項目に記載する事項はありません。
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当ファンド
　引き続き、「日系企業外貨建て債券マザー
ファンド」を高位に組み入れて運用を行いま
す。また、外貨建資産については、原則とし
て対円での為替ヘッジを行いません。

日系企業外貨建て債券マザーファンド
　米中通商協議が10月に部分合意に達した
ことで、国債利回りの低下は一服しました。
しかし、米中通商協議は長期化が予想され世
界経済も低成長になりやすいと考えています。
そのため金融政策が引締めに転換するには時
間を要し、５年国債利回りはもみ合いで推移
すると見込んでいます。社債スプレッドは

フェアバリュー（適正価値）よりやや割高な
水準で推移していますが、緩和的な金融政策
により社債に対する投資需要が継続している
ため、安定推移を想定しています。米ドル・
円相場については、日米金利差を背景に対外
証券投資が増加しやすく緩やかな米ドル高・
円安を想定しています。
　こうした投資環境見通しをベースに、社債
発行企業の信用力評価や個別証券の投資価値
に注意しながら、現状のポートフォリオを継
続保有していく方針です。加えて新規に発行
される日系企業の債券など新たな投資機会を
見出した際には、追加購入や入替売買等によ
りポートフォリオの収益向上を図っていく考
えです。

2 今後の運用方針

3 お知らせ
約款変更について

　該当事項はございません。
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※各費用は、前掲「１万口当たりの費用明細」におい
て用いた簡便法により算出したもので、原則とし
て、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取
引税を含みません。 

※各比率は、年率換算した値（小数点以下第２位未満
を四捨五入）です。 

※上記の前提条件で算出しているため、「１万口当た
りの費用明細」の各比率とは、値が異なる場合があ
ります。なお、これらの値はあくまでも参考であ
り、実際に発生した費用の比率とは異なります。 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額
（原則として、募集手数料、売買委託手数
料および有価証券取引税を除く。）を期中
の平均受益権口数に期中の平均基準価額
（１口当たり）を乗じた数で除した総経費
率（年率換算）は1.04％です。 

１万口当たりの費用明細(2019年５月８日から2019年10月30日まで) 
 

項 目 金額 比率 項目の概要 

(a) 信託報酬 48円 0.495％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×(経過日数／年日数) 
投信会社：ファンド運用の指図等の対価 
販売会社：交付運用報告書等各種資料の送付、口座内でのファンドの管

理、購入後の情報提供等の対価 
受託会社：ファンド財産の保管および管理、投信会社からの指図の実行

等の対価 

 (投信会社) (23) (0.238)

 (販売会社) (23) (0.238)

 (受託会社) (2) (0.019)

(b) その他費用 1 0.008 
その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数 

保管費用：海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および資
金の送回金・資産の移転等に要する費用 

監査費用：監査法人に支払うファンドの監査費用 
そ の 他    ：信託事務の処理等に要するその他費用 

 (保管費用) (1) (0.006)

 (監査費用) (0) (0.003)

 (その他) (0) (0.000)

 合 計 49 0.503   
 
期中の平均基準価額は9,741円です。 
※期中の費用(消費税のかかるものは消費税を含む)は、追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出しています。 
※比率欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
※各項目毎に円未満は四捨五入しています。 
※その他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

 

参考情報 総経費率（年率換算） 
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当期中の売買及び取引の状況(2019年５月８日から2019年10月30日まで) 
親投資信託受益証券の設定、解約状況 
 

 
設   定 解   約 

口   数 金   額 口   数 金   額 

 千口 千円 千口 千円
日系企業外貨建て債券マザーファンド 36,721 38,000 169,330 177,000
 
※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。 

 

利害関係人との取引状況等(2019年５月８日から2019年10月30日まで) 
(１)利害関係人との取引状況 

日系企業海外債券オープン（為替ヘッジなし） 

 当期中における利害関係人との取引等はありません。 

 

日系企業外貨建て債券マザーファンド 

 当期中における利害関係人との取引等はありません。 

 

(２)利害関係人の発行する有価証券等 

日系企業外貨建て債券マザーファンド 
 

種     類 買  付  額 売  付  額 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
公 社 債 － － 403 

 
 

利害関係人とは、投資信託および投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当期における当
ファンドに係る利害関係人とは、株式会社三井住友フィナンシャルグループです。 

 

第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 
(2019年５月８日から2019年10月30日まで) 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。 

 

組入れ資産の明細(2019年10月30日現在) 
親投資信託残高 
 

種     類 
期首(前期末) 期        末 
口   数 口   数 評 価 額 

 千口 千口 千円
日系企業外貨建て債券マザーファンド 1,843,517 1,710,908 1,820,577
 
※日系企業外貨建て債券マザーファンドの期末の受益権総口数は10,699,420千口です。 
※単位未満は切捨て。 



日系企業海外債券オープン（為替ヘッジなし）【愛称：日本びより】 
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投資信託財産の構成 (2019年10月30日現在) 
 

項      目 
期           末 

評  価  額 比     率 
 千円 ％ 

日 系 企 業 外 貨 建 て 債 券 マ ザ ー フ ァ ン ド 1,820,577 98.0 
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 38,041 2.0 
投 資 信 託 財 産 総 額 1,858,618 100.0 

 
※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。 
※日系企業外貨建て債券マザーファンドにおいて、期末における外貨建資産(11,311,290千円)の投資信託財産総額(11,385,325千円)に対す
る比率は99.3％です。 

※外貨建資産は、期末の時価を日本の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、期末における邦貨換算レートは、１
米ドル=108.87円です。 

 

資産、負債、元本及び基準価額の状況 
(2019年10月30日現在) 

 
項     目 期     末 

(A) 資 産 1,858,618,078円
 コ ー ル ・ ロ ー ン 等 38,040,422 

 
日系企業外貨建て債券 
マザーファンド(評価額) 

1,820,577,656 

(B) 負 債 17,900,326 
 未 払 収 益 分 配 金 7,434,399 
 未 払 解 約 金 1,165,324 
 未 払 信 託 報 酬 9,250,947 
 未 払 利 息 72 
 そ の 他 未 払 費 用 49,584 

(C) 純 資 産 総 額 ( A - B ) 1,840,717,752 
 元 本 1,858,599,842 
 次 期 繰 越 損 益 金 △   17,882,090 

(D) 受 益 権 総 口 数 1,858,599,842口
 １万口当たり基準価額(C/D) 9,904円

 
※当期における期首元本額1,971,065,425円、期中追加設定元本額
169,369,900円、期中一部解約元本額281,835,483円です。 

※上記表中の次期繰越損益金がマイナス表示の場合は、当該金額
が投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定す
る額(元本の欠損)となります。 

※上記表中の受益権総口数および１万口当たり基準価額が、投資信
託財産の計算に関する規則第55条の６第７号および第11号に規定
する受益権の総数および計算口数当たりの純資産の額となります。 

 

分配金のお知らせ 
 
１万口当たり分配金(税引前) 

当 期 

40円
 
※分配金は、分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合
は全額「普通分配金」となり課税されます。分配後の基準価額が
個別元本を下回る場合は下回る部分が「元本払戻金（特別分配
金）」となり非課税、残りの部分が「普通分配金」となります。 

損益の状況 
(自2019年５月８日 至2019年10月30日) 

 
項     目 当     期 

(A) 配 当 等 収 益 △      7,858円
 支 払 利 息 △      7,858 

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 61,662,565 
 売 買 益 64,788,711 
 売 買 損 △  3,126,146 

(C) 信 託 報 酬 等 △  9,302,238 
(D) 当 期 損 益 金 ( A + B + C ) 52,352,469 
(E) 前 期 繰 越 損 益 金 △ 17,728,035 
(F) 追 加 信 託 差 損 益 金 △ 45,072,125 
 ( 配 当 等 相 当 額 ) (   41,786,724) 
 ( 売 買 損 益 相 当 額 ) (△ 86,858,849) 

(G) 計       ( D + E + F ) △ 10,447,691 
(H) 収 益 分 配 金 △  7,434,399 
 次 期 繰 越 損 益 金 ( G + H ) △ 17,882,090 
 追 加 信 託 差 損 益 金 △ 45,072,125 
 ( 配 当 等 相 当 額 ) (   42,260,396) 
 ( 売 買 損 益 相 当 額 ) (△ 87,332,521) 
 分 配 準 備 積 立 金 127,242,389 
 繰 越 損 益 金 △100,052,354 

 
※有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。 
※信託報酬等には、信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表
示しています。 

※追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定
をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

※期末における、費用控除後の配当等収益(26,686,303円)、費用
控除後、繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益(0円)、信託約
款に規定される収益調整金(42,260,396円)および分配準備積立
金(107,990,485円)より分配可能額は176,937,184円(１万口当た
り951円)となり、うち7,434,399円(１万口当たり40円(税引前))
を分配金額としております。 

 

 
上記のほか、投資信託財産の計算に関する規則第58条第１項各号に該当する事項はありません。 
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最近５期の運用実績 
 

決  算  期 

基 準 価 額 
債 券 組 入 
比     率 

純  資  産 
総    額 

 
 

期  中 
騰 落 率 

 円 ％ ％ 百万円
４期(2017年10月30日) 10,143 4.6 95.6 13,525
５期(2018年５月１日) 9,597 △5.4 97.9 12,290
６期(2018年10月30日) 9,917 3.3 98.6 10,322
７期(2019年５月７日) 10,279 3.7 94.6 10,467
８期(2019年10月30日) 10,641 3.5 95.5 11,385

※当ファンドの運用方針に対し適切に比較できる指数がないため、ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。 

 

当期中の基準価額と市況等の推移 
 

年  月  日 
基 準 価 額 債 券 組 入 

比     率  騰 落 率 

(期   首) 円 ％ ％
2019年５月７日 10,279 － 94.6
  ５月末 10,279 0.0 93.3
  ６月末 10,304 0.2 94.0
  ７月末 10,410 1.3 97.2
  ８月末 10,447 1.6 95.5
  ９月末 10,545 2.6 94.9

(期   末)  
2019年10月30日 10,641 3.5 95.5

※騰落率は期首比です。 

日系企業外貨建て債券マザーファンド 
 

第８期 (2019年５月８日から2019年10月30日まで) 

信託期間 無期限（設定日：2015年11月12日） 

運用方針 ■主として、日系企業が海外で発行する外貨建ての債券等に投資することにより、安定的な収益の
確保と信託財産の成長を目指します。 

■ポートフォリオ構築にあたっては各国金利見通しおよび個別企業調査に基づく銘柄選定を行い、
業種配分、デュレーション、流動性などを勘案し決定します。 

■外貨建資産については、原則として対円での為替ヘッジを行いません。 



 

 

 

品    名：ar382_05_【全体版】日系企業外貨建て債券マザーファンド（ar380流用）.doc 

オペレーター：千修デジタルワーキングルーム Pd2-user 

プリント日時：2019/12/13 11:22:00 

 

－ 11 － 

日系企業外貨建て債券マザーファンド 

 1 運用経過 
 

基準価額等の推移について(2019年５月８日から2019年10月30日まで) 
 
基準価額等の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基準価額の主な変動要因(2019年５月８日から2019年10月30日まで) 
 
 当ファンドは、日系企業が海外で発行する外貨建ての債券等に投資しました。外貨建資産につ
いては、原則として対円での為替ヘッジを行っていません。 
 
 

上昇要因 

 
・社債の金利収入 
・緩和的な金融政策にサポートされ社債市場への資金流入が増加したことなどを背景

に、社債利回りが低下（価格は上昇）したこと 

下落要因 
 
・米ドルが対円で下落したこと 

 

投資環境について(2019年５月８日から2019年10月30日まで) 
 
 
 
 
債券市場 

 米国国債利回りは、期首から米中通商協議の深刻化や世界経済の減速懸念に加え、７月、９月
にはＦＲＢ（米連邦準備制度理事会）が政策金利の引下げを実施したことにより、低下基調で推

期  首  10,279円 

期  末  10,641円 

騰 落 率   ＋3.5％ 

 当期の米国５年国債利回りは低下しました。社債利回りも低下しました。米ドルは円に対して
下落しました。 
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日系企業外貨建て債券マザーファンド 

移しました。10月以降は、米中通商協議での部分合意を受け、低下が一服しました。社債スプレ
ッド（国債に対する上乗せ金利）は米中通商協議の深刻化により拡大する局面もありましたが、
緩和的な金融政策にサポートされ社債市場への資金流入が増加したことから、期を通してみれば
横ばいとなりました、その結果、社債利回りは期を通してみれば低下しました。 
 当期の米国５年国債利回りは期首2.26％から期末1.66％に低下しました。 
 
為替市場 

 米ドル・円相場は、米中通商協議の深刻化や７月のＦＲＢの利下げなどを受けた米国国債利回
りの低下などを背景に、期首から米ドル安・円高基調で推移しました。９月以降は、米中通商協
議の進展期待などを背景に、期末にかけて米ドルが上昇基調で推移しました。10月には米中通商
協議において、部分合意が成立しました。 
 当期の米ドル・円は期首110円69銭から期末108円87銭で、１円82銭の米ドル安・円高となりま
した。 
 
 

ポートフォリオについて(2019年５月８日から2019年10月30日まで) 
 
格付け別配分 

 Ａ格の組入比率を高めとして、一部ＢＢＢ格へ配分しました。ファンドで保有する債券の平均
格付けはＡ格となっています。 
 
デュレーション（投資資金の平均回収期間）

 ポートフォリオのデュレーションは５年程度とし、満期構成では残存期間１年－10年の債券を
中心に保有しました。 
※繰上償還条項が付与されている場合は、原則として繰上償還発効日を償還日とみなしています。 

 
業種別配分 

 業種別には保険への配分を高めとして、銀行やその他金融、その他産業や消費循環などにも配
分しました。 
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日系企業外貨建て債券マザーファンド 

 

ベンチマークとの差異について(2019年５月８日から2019年10月30日まで) 
 
 ベンチマークおよび参考指数を設けていませんので、この項目に記載する事項はありません。 
 
 

 2 今後の運用方針 
 
 米中通商協議が10月に部分合意に達したことで、国債利回りの低下は一服しました。しかし、
米中通商協議は長期化が予想され世界経済も低成長になりやすいと考えています。そのため金融
政策が引締めに転換するには時間を要し、５年国債利回りはもみ合いで推移すると見込んでいま
す。社債スプレッドはフェアバリュー（適正価値）よりやや割高な水準で推移していますが、緩
和的な金融政策により社債に対する投資需要が継続しているため、安定推移を想定しています。
米ドル・円相場については、日米金利差を背景に対外証券投資が増加しやすく緩やかな米ドル
高・円安を想定しています。 
 こうした投資環境見通しをベースに、社債発行企業の信用力評価や個別証券の投資価値に注意
しながら、現状のポートフォリオを継続保有していく方針です。加えて新規に発行される日系企
業の債券など新たな投資機会を見出した際には、追加購入や入替売買等によりポートフォリオの
収益向上を図っていく考えです。 
 
 

１万口当たりの費用明細(2019年５月８日から2019年10月30日まで) 
 

項 目 金額 比率 項目の概要 

(a) その他費用 1円 0.006％ その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数 
保管費用：海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および資

金の送回金・資産の移転等に要する費用 
そ の 他    ：信託事務の処理等に要するその他費用 

 (保管費用) (1) (0.006)

 (その他) (0) (0.000)

 合 計 1 0.006   
 
期中の平均基準価額は10,397円です。 
※期中の費用(消費税のかかるものは消費税を含む)は、追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出しています。 
※比率欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
※各項目毎に円未満は四捨五入しています。 
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日系企業外貨建て債券マザーファンド 

当期中の売買及び取引の状況(2019年５月８日から2019年10月30日まで) 
公社債 
 

 買  付  額 売  付  額 

外 
国 

   千米ドル 千米ドル 
ア メ リ カ  社債券（投資法人債券を含む） 7,451 321 

 
※金額は受渡し代金。(経過利子分は含まれておりません。) 
※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。 
※社債券(投資法人債券を含む)には新株予約権付社債(転換社債)は含まれておりません。 

 

利害関係人との取引状況等(2019年５月８日から2019年10月30日まで) 
(１)利害関係人との取引状況 

 当期中における利害関係人との取引等はありません。 

 

(２)利害関係人の発行する有価証券等 
 

種     類 買  付  額 売  付  額 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
公 社 債 － － 403 

 
 

利害関係人とは、投資信託および投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当期における当
ファンドに係る利害関係人とは、株式会社三井住友フィナンシャルグループです。 

 

第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 
(2019年５月８日から2019年10月30日まで) 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。 

 

組入れ資産の明細(2019年10月30日現在) 
公社債 

Ａ 債券種類別開示 

  外国(外貨建)公社債 
 

区    分 
期           末 

額 面 金 額 
評  価  額 

組入比率
うちBB格以下
組 入 比 率

残存期間別組入比率 
外 貨建金 額      邦貨換算金額 ５年以上 ２年以上 ２年未満

 千米ドル 千米ドル 千円 ％ ％ ％ ％ ％
ア メ リ カ 94,555 99,858 10,871,571 95.5 － 70.4 14.5 10.5
 合 計 94,555 99,858 10,871,571 95.5 － 70.4 14.5 10.5
 
※邦貨換算金額は、期末の時価を日本の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 
※組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。 
※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。 
※－印は組入れなし。 
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日系企業外貨建て債券マザーファンド 

Ｂ 個別銘柄開示 

  外国(外貨建)公社債 
 

種   類 銘   柄 
期           末 

利 率 額面金額 
評  価  額 

償還年月日
外貨建金額 邦貨換算金額 

    ％ 千米ドル 千米ドル 千円  
( ア メ リ カ )  普通社債券 CENT JAPAN RAIL 4.25 4.25 3,500 4,064 442,460 2045/11/24

  (含む投資法人債券) CHUGOKU ELEC PWR 2.701 2.701 1,000 1,000 108,945 2020/３/16
   DAI-ICHI LIFE 5.1 2,500 2,720 296,184 2999/12/31
   DAI-ICHI LIFE 4.0 3,900 4,059 441,939 2999/12/31
   EAST NIPPON EXP 2.572 2.572 3,500 3,517 382,979 2020/12/18
   FUKOKU MUTUAL 5.0 5,505 5,931 645,741 2999/12/31
   JAPAN TOBACCO 2.8 2.8 3,000 3,015 328,324 2026/４/13
   KOMATSU FIN AMER 2.437 2.437 2,500 2,503 272,581 2022/９/11
   MEIJI YASUDA LIF 5.2 5,500 6,090 663,088 2045/10/20
   MITSUB UFJ FIN 3.287 3.287 2,000 2,081 226,657 2027/７/25
   MITSUB UFJ FIN 3.85 3.85 1,500 1,602 174,486 2026/３/１
   MITSUB UFJ LEASE 2.25 2.25 3,000 2,993 325,914 2021/９/７
   MITSUBISHI CORP 3.375 3.375 4,000 4,148 451,658 2024/７/23
   MITSUI FUDOSAN 3.65 3.65 3,500 3,704 403,328 2027/７/20
   MITSUI SUMITOMO 7.0 4,100 4,485 488,334 2072/３/15
   MIZUHO FINANCIAL 3.17 3.17 1,000 1,027 111,874 2027/９/11
   MIZUHO FINANCIAL 3.477 3.477 3,000 3,133 341,171 2026/４/12
   NIPPON LIFE INS 4.7 3,000 3,244 353,235 2046/１/20
   NIPPON LIFE INS 4.0 3,500 3,667 399,247 2047/９/19
   NISSAN MOTOR ACC 1.9 1.9 2,500 2,474 269,397 2021/９/14
   NOMURA HOLDINGS 6.7 6.7 1,000 1,015 110,582 2020/３/４
   ORIX CORP 3.7 3.7 2,000 2,113 230,120 2027/７/18
   ORIX CORP 3.95 3.95 1,700 1,822 198,397 2027/１/19
   PANASONIC CORP 3.113 3.113 3,000 3,081 335,514 2029/７/19
   SOMPO JAPAN INS 5.325 5,550 5,974 650,464 2073/３/28
   SUMITOMO CORP 2.5 2.5 2,500 2,504 272,659 2022/９/13
   SUMITOMO LIFE 6.5 3,300 3,717 404,725 2073/９/20
   SUMITOMO LIFE 4.0 2,000 2,095 228,141 2077/９/14
   SUMITOMO MITSUI 3.352 3.352 1,000 1,042 113,548 2027/10/18
   SUMITOMO MITSUI 3.784 3.784 2,500 2,665 290,199 2026/３/９
   TAKEDA PHARMACEU 2.45 2.45 1,000 1,003 109,207 2022/１/18
   TAKEDA PHARMACEU 5 5.0 2,000 2,327 253,376 2028/11/26
   TOYOTA INDUS COM 2.637 2.637 5,000 5,025 547,082 2022/２/８

  合     計  － － － 10,871,571 － 
 
※邦貨換算金額は、期末の時価を日本の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 
※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。 
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日系企業外貨建て債券マザーファンド 

投資信託財産の構成 (2019年10月30日現在) 
 

項      目 
期           末 

評  価  額 比     率 

 千円 ％ 
公 社 債 10,871,571 95.5 
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 513,754 4.5 
投 資 信 託 財 産 総 額 11,385,325 100.0 

 
※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。 
※期末における外貨建資産(11,311,290千円)の投資信託財産総額(11,385,325千円)に対する比率は99.3％です。 
※外貨建資産は、期末の時価を日本の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、期末における邦貨換算レートは、１
米ドル=108.87円です。 

 

資産、負債、元本及び基準価額の状況 
(2019年10月30日現在) 

 
項     目 期     末 

(A) 資 産 11,385,325,436円
 コ ー ル ・ ロ ー ン 等 379,458,131 
 公 社 債 ( 評 価 額 ) 10,871,571,156 
 未 収 利 息 76,401,684 
 前 払 費 用 3,292,755 
 差 入 委 託 証 拠 金 54,601,710 

(B) 負 債 611 
 未 払 利 息 141 
 そ の 他 未 払 費 用 470 

(C) 純 資 産 総 額 ( A - B ) 11,385,324,825 
 元 本 10,699,420,761 
 次 期 繰 越 損 益 金 685,904,064 

(D) 受 益 権 総 口 数 10,699,420,761口
 １万口当たり基準価額(C/D) 10,641円

 
※当期における期首元本額10,183,117,793円、期中追加設定元本
額1,018,606,587円、期中一部解約元本額502,303,619円です。 

※上記表中の次期繰越損益金がマイナス表示の場合は、当該金額
が投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定す
る額(元本の欠損)となります。 

※期末における元本の内訳は以下の通りです。 
日系企業海外債券オープン（為替ヘッジあり） 5,129,618,256円
日系企業海外債券オープン（為替ヘッジなし） 1,710,908,426円
日系企業海外債券オープン（為替ヘッジあり）（ＳＭＡ専用） 71,610,446円
ＳＭＡＭ・日系企業海外債券オープン（為替ヘッジあり）＜適格機関投資家限定＞ 3,787,283,633円

※上記表中の受益権総口数および１万口当たり基準価額が、投資信
託財産の計算に関する規則第55条の６第７号および第11号に規定
する受益権の総数および計算口数当たりの純資産の額となります。 

損益の状況 
(自2019年５月８日 至2019年10月30日) 

 
項     目 当     期 

(A) 配 当 等 収 益 192,142,285円
 受 取 利 息 192,005,937 
 そ の 他 収 益 金 166,710 
 支 払 利 息 △     30,362 

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 191,886,380 
 売 買 益 357,173,793 
 売 買 損 △165,287,413 

(C) 信 託 報 酬 等 △    621,097 
(D) 当 期 損 益 金 ( A + B + C ) 383,407,568 
(E) 前 期 繰 越 損 益 金 284,519,464 
(F) 追 加 信 託 差 損 益 金 39,673,413 
(G) 解 約 差 損 益 金 △ 21,696,381 
(H) 計       (D+E+F+G) 685,904,064 
 次 期 繰 越 損 益 金 ( H ) 685,904,064 

 
※有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。 
※信託報酬等には、保管費用等を含めて表示しています。 
※追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定

をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
※解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価額を
差し引いた差額分をいいます。 

 

 

お知らせ 
＜約款変更について＞ 

 該当事項はございません。 




